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伊深ほたるコンサート 

心も体も揺れました 
―― 新交流センターで初の演奏会  

 6.18（土）、梅雨時の一夜を軽快な

音楽で楽しんでもらおうと、新交流セ

ンターでは初の演奏会となる「伊深ほ

たるコンサート」を開催し、会場は定

員いっぱいの観客でにぎわいました。 

出演したのは伊深在住の木澤晃さん

ら 5人のグループ「CheerS チアーズ」

で、ボサノバやジャズのほか日本の童

謡など約 10 曲を、木澤さんの軽妙な

トークを交えながら次々と演奏。観客

のなかにはリズムに合わせて手をたた 

いたり、思わず体を揺らす姿も見られました。 

 楽器構成はキーボード、ギター、ベースギターにサックスが加わり、ボーカルも含めて 5人のメン 

バーの楽しいハーモニーが会場いっぱいに流れました。 

終了後は小林会長から伊深産の米をメンバーに贈呈したほ

か、観客には伊深ごはん研究会が調理した「朴葉もち」を持

ち帰ってもらうおもてなしを行いました 

また、今回の催しは昨年度社協伊深支部から寄贈された本

格的な音響設備を初めて使う、お披露目公演ともなりました。 

このコンサートの様子は

CCNetの「ウィークリーみの

かも」で 7.11～7.17にわたっ

て放送されます。 
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▲終了後にお渡しした朴葉もち 

 

 

 

 

観客とメンバーが一緒にポーズ ▼
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▶▶▶  活動グループの動き  ▶▶▶  

 

 

 

 

下町おやじの会（木澤猛代表）は、6.7（火）に

ほくぶ保育園、6.10（金）に伊深小のさつま芋苗

づるさしをお手伝いしました。 

保育園から

は年中・年長

の園児たちが

参加し、一人 2

本ずつ、てい

ねいに植えた

あと、持参し

たペットボト 

ルの水をかけていました。 

小学校からは 1・2年生の児童たちが参加し、委

員から「白い根のところを埋めるように土をかぶ

せてね」と説明を受けたあと、手が汚れるのも気

にせず植えていました。 

一人２本以上植えたあと、「なぜ横にして植える

の？」「どんな風に大きくなるの？」といった 

質問をしてい

ました。 

 この活動で

は秋に芋掘り

や焼き芋も予

定されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月定例会（6.22（水））の
あらまし 

●協議：  
１．そば打ち道場（講習会）開催

について そば特産化に向けて 

関心を持ってもらうため、そば打ち講習会を開

催する方向で今後具体策を詰めることとした。 

２．ふるまい御膳の今後の展開について 一般 

向けの「ふるまい御膳」や「伊深食堂」は秋以降

に具体化するほか、当面、夏の「学童クッキン

グ」を実施することを了承した。 

３．旧ゲートボール場横の大木伐採について 

伐採時期、利用方法等更に検討することとした。 

４．納涼盆踊り大会について 自治会長会から 

「依然として新型コロナの影響が残っており、自

治会長会としては中止したい」との検討結果が報

告され、その決定を了承した。 

●報告：  

１．春そば栽培状況について 順調に生育中。 

２．視聴覚主催子ども映画会について 7.28に再

開する。 

３．その他 当面の行事等について確認。 

 

6.7（火）、6.10（金）にさつま芋苗づる
さしをお手伝い 

― 下町おやじの会 
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6.11（土）、昨年 12月に撤去された火
の見やぐらをモニュメントとして残そう
と、まち協・消防OBで設置作業を行い

ました。 

永年伊深の中心部にあって地域の安全
を見守ってきた施設が無くなってしまう
のは忍びないと、撤去後、やぐらの頭頂 

火の見やぐらのモニュメントを設置し
ました 

部を残して塗装し、モニュメントとしたもので
旧伊深村役場前の庭に設置しました。 

 

  


